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天使の響きハンドベル 
山崎幼稚園「ハンドベルクワイヤー」の演奏は美しく迫力があり

ました。ソーラン節など日本民謡もなかなかで、「ほーっ!」「す

ごい」と感動の声が上がりました 



    
                    総会議長に川島秀子さん 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                       はむろの活動報告報告する 
                       中越 優さん 
                                                                                   

         会計報告する 
  会計監査報告をする             戎脇美奈子さん 
 吉田真砂子さん 
 
 
 
 
   2012 年度の活動予定を 
   説明する 
    吉原暁子さん 
 
 
 
総会報告は、よくする会だよりをご覧ください 

 

 

 

 



2012 年度活動方針 

 
 今年は、高槻の高齢社会をよくする会設立 20 年、つどいの家「はむろ」開設

10 年という記念すべき年になります。 
 この 20 年では、もはや高度経済成長は望めなくなると同時に、急激な高齢社

会を迎えて本当の豊かさとは何かを問い直してきたように思います。設立の理

念である「在宅で最後まで安心して過ごせるように」多くの人達と共に高齢者

問題やケアに関わる課題等を学び、後半は介護事業を立ち上げて実践してきま

した。最近では「認知症を理解し地域で支える会」の立ち上げや「より良い最

期を迎えるため」の学習会など会員の年齢や時代の移り変わりと共に学習のテ

ーマを変えて学んできました。これらの活動は、会員対象だけでなく広く地域

にオープンにし、行政や関係団体との協働を意識して実施してきました。 
 つどいの家「はむろ」を拠点とした介護予防活動「街かどデイハウス」や介

護保険三事業(デイサービス、訪問介護、居宅介護支援)及び互助活動「たすきの

会」を皆さまのご協力のお蔭で夫々発展しています。特に、「たすきの会」は、

介護保険の隙間を埋めるだけではなく、支え合いの顔見知りの人間関係を豊か

にする活動として今年の重点になります。 
 今年度は三つの記念事業を計画し、それぞれ準備委員会を設置しています。

20 年を振り返ることによって、今後の活動の新たな展望が開けることを願って

います。 
  
2012 年度行事計画 

1. 記念式典  10 月 27 日(土)午後 つどいの家「はむろ」予定  
 2. 記念講演会(上野千鶴子さん)とトークセッション 11 月 11 日(日)13:30～  

現代劇場レセプションルーム(3 階、400 人収容)  
 3. 記念誌発行 2013 年 3 月頃 
  4. 「たすきの会」の新しい体制でのスタート 
 5. 「NPO フェスタ」や「認知症を理解し地域で支える会」等行政や他団体と

の協働活動を引き続き実施する 
   (例年の「はむろ祭り」は今年は企画していません) 
 
 
 
 
 


